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研究要旨：本研究課題は「在宅（居宅、施設等）医療の推進を図るための社会システム開発の研究

であり、在宅医療のための医療・看護等の技術開発、医療機器・携帯電話等の支援機器、多職種協

働で実施される医療に対応した在宅医用支援機器等の開発」である。平成21年度研究では、在宅医

療・介護研究に関わる全国の多職種の研究者を班員として、１）在宅療養支援診療所を中心とした

在宅医療・介護の活性化、２）在宅医療・介護の活性化に向けての多職種協働の問題点抽出と今後

のありかた、３）在宅医療支援病棟を中核とした地域医療・介護の活性化、４）在宅医療対応電子

カルテ、在宅用医療機器等の在宅医療支援機器開発につき検討を行い、多職種協働での在宅医療を

進めるにあたっての、テーマごとの促進・阻害要因を検討を行った。来年度以降は、介入研究等を

通じて、多職種協働での在宅医療推進に向けてのマニュアル作成や在宅医療・介護の支援機器作成

を具体的に試みる計画である。 
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Ａ．研究目的 

社会の高齢化に伴い、これまで病院主体であっ

た高齢者医療が見直され、その人らしく住み慣

れた我が家で過ごせるように在宅医療が推進

されている。H18年より在宅療養支援診療所が

制度化され、在宅医療推進の方向性が示されて

いるが、在宅療養支援診療所の数も1万1千余り

にとどまっている。今後の在宅医療活性化のた

めには、在宅医療に関わる医師の増員、24時間

対応診療所の増加や診診連携・病診連携や多職

種協働のさらなる活性化が必要とされている。

申請者が所属する国立長寿医療センター内に

は在宅医療推進協議会が設置され、在宅に関わ

る学会・研究会が在宅医療推進という目的に向

かって協働の活動を始めている。また、在宅医

療推進への病診連携を活性化するためのモデ

ル事業としてH21年4月に国立長寿医療センタ

ー内に在宅医療の支援に特化した病棟「在宅医

療支援病棟」が新設され、地域の在宅医療活性

化に向けたシステム作りを目指し、活動を開始

している。本研究では在宅医療に関わる多職種

の活動の実態把握を行うとともに、地域の在宅

医療活性化に向けての具体的方策の検討と実



際の介入を行う。実態把握としては在宅患者属

性、医療資源・介護・福祉資源の状況、診診連

携、病診連携、多職種協働の実態、IT化の実態

等を含む。これらを考慮した上で、在宅医療の

促進・阻害要因を明らかにする。この研究班は

さらに、在宅医療支援病棟を中心とした多職種

協働による地域介入や在宅医療対応電子カル

テ、在宅用医療機器等の在宅医療支援機器開発

を通じて、病診連携のIT化による社会基盤の構

築など、在宅医療の活性化を目指す計画である。

本研究は新設された在宅医療支援病棟の活動

を中心とした、総合的な地域活性化に向けての

試みであり、この成果はこれからの全国のモデ

ルとなると考えられる。 

 

Ｂ．研究方法 

本研究班はこれまで、国立長寿医療センターが

行ってきた在宅医療活性化に関わる事業をさ

らに進めるべく活動を行う。一つは、これまで

の事業の中で構築された「在宅療養支援診療所

連絡会」と連携をとりつつ、全国の在宅医療の

実態把握と多職種協働の研修システムの構築

を行う（蘆野、川島、和田班員担当）。実態把

握としては在宅患者属性、医療資源・介護・福

祉資源の状況、診診連携、病診連携、多職種協

働の実態、IT 化の実態等を含む。これらに関連

して在宅医療の情報収集等のありかた（蘆野班

員）、在宅医療のあるべき姿についての検討（川

島班員）、多職種協動研修用 DVD、医師研修用

資料作成等に関する研究（和田班員）を行う。

並行し在宅医療活性化に向けての多職種協働

の会を開催する。征矢野（看護）、島田、牧迫

（リハビリ）、菊地（社会福祉士）、大塚（栄

養）はそれぞれの職種における在宅療養の阻

害・促進要因を検討する。H21 年 4 月に国立長

寿医療センター内に在宅医療の支援に特化し

た病棟「在宅医療支援病棟」が新設されたが、

この病棟の主な機能としては、在宅診療所との

シームレスな連携のもとにできるだけ継続し

た在宅医療が受けられるようにする「継続支

援」の機能と、医療的ケアが多く、これまでは

本人が希望していても在宅療養が困難であっ

た方や家族に支援し、在宅へ帰るという希望を

かなえる「復帰支援」の機能である。継続支援、

復帰支援に関わる促進・阻害要因の検討をそれ

ぞれ、大島が行う。征矢野（看護）、島田、牧

迫（リハビリ）、菊地（社会福祉士）、大塚（栄

養）はそれぞれの職種における在宅療養の阻

害・促進要因を検討する。在宅医療支援病棟の

地域活性化の影響（地域の在宅療養患者の増加

等）の総合的評価は研究代表者（三浦）が行う。

在宅医療支援病棟の入院以外の形態（医療デイ

サービス、医療ショートステイ）も検討する。

また、在宅用医療機器等の在宅医療支援機器開

発については医療工学の専門家や関連企業と

の連携により洪班員が行う。さらに、病診連携

を進める上での情報共有のために在宅医療対

応電子カルテの検討・開発を行う（土居、秋山

班員）とともに、地域連携のもとでの IT を利

用した具体的運用を佐久総合病院で行うこと

を計画しており、これを小松班員が担当する。 

平成 21 年度の主な研究内容： 

・在宅療養支援診療所・訪問看護ステーション

等全国の在宅医療の実態把握（大島班員ら） 

・多職種協動研修用 DVD、医師研修用資料作成

（和田班員ら） 

・訪問リハビリ、栄養等各職種の在宅療養継続

の現状調査（征矢野、島田、牧迫、菊地、大塚

班員） 

・県レベルでの在宅医療多職種協働の会を開催

（班全体） 

・国立長寿医療センターの「在宅医療支援病棟」

を中心とする地域への実践的介入を通じて、セ

ンター近隣地域の在宅療養高齢者の特徴、在宅

復帰支援と関連要因、支援病棟の地域在宅医療

活性化への影響を検討した（三浦、大島班員）。 

・在宅医療対応電子カルテの開発につき検討

（秋山、土居、小松班員） 



・在宅用医療機器等の在宅医療支援機器開発に

むけ、在宅診療所医師・関連企業と今後の可能

性につき検討した（洪班員）。 

（倫理面への配慮）                          

本研究では疫学研究に関する倫理指針及び臨

床研究に関する倫理指針を遵守する。本研究の

調査で得られた個人情報に関してはこれを公

表することはなく、臨床研究に関する倫理指針

に則り管理する。介入研究等倫理委員会の承認

が必要な研究については、各研究者の所属機関

の倫理委員会承認後に研究を開始した。 

 

Ｃ．研究結果 

在宅療養支援診療所・訪問看護ステーション等

全国の在宅医療の実態把握について全国の人

口動態統計調査をもとに在宅死亡と関連要因

に関する現状把握を行った。この結果、1990 年

以降在宅死亡率に大きな変化はみとめられず、

65歳以上高齢者の在宅死亡率は20%未満であり、

他の年齢と比較しても少ない現状が明らかで

あった。高齢者の在宅支援については、心疾患

と脳血管疾患などの老年病・慢性疾患を主な対

象疾患とし、在宅看取りを見通した療養支援の

ための方策を検討することが急務であること

を明らかとした。 

・多職種協動研修用 DVD、医師研修用資料作成

については、平成 19 年度在宅医療推進会議の

「新たな在宅医等の人材養成に関する部会」で

の答申に基づき作成した研修プログラムをも

とに、本年度は、多職種連携に主眼を置き、そ

の具体的な方法を教授するプログラムの内容

を具体的に検討した。また、川島班員は在宅医

療での医療決定のプロセスの重要につき検討

し、「共同主観性」の重要性や、医学研修にお

ける今後のあり方につき検討した。蘆野班員は

各地の地域緩和ケア支援ネットワークについ

ての現状を研究会の発表内容やインターネッ

トを用いて、各地のネットワークを洗い出し、

その後個別のアンケート調査を行い、調査を行

った。 

・訪問リハビリ、栄養等各職種の在宅療養継続

の現状調査では、在宅療養者が希望通りにショ

ートステイを利用できるようにするために、シ

ョートステイ利用前中後の情報交換を充実さ

せるための連携方法の確立が必要とされてい

ること（征矢野）、要介護高齢者は複数回転倒

する者が多く、全転倒の 11.1％が骨折に至った。

全骨折の 27.1％が大腿骨頸部骨折であり、転倒

が生活機能の低下につながる危険性が高いこ

と（島田）、訪問リハを利用していた 65 歳以

上の要介護高齢者を対象に在宅での訪問リハ

の継続要因を縦断調査により分析した結果、1

年後には 65%の要介護者が訪問リハを中止もし

くは終了している実態（牧迫）それぞれを明ら

かとした。菊地班員は都内の地域包括支援セン

ター3ヶ所に勤務する社会福祉士・介護支援専

門員・看護師、および併設のサービス提供機関

に勤務する相談員・介護職員を対象としてチー

ムトレーニングを実施し、今後の方向性を検討

した。大塚班員は在宅医療における栄養管理に

ついての現状では，文献等を整理し，実施スタ

ッフが明確になっていないこと，対象者のスク

リーニングシステムが構築されていないこと，

退院時の栄養管理の引き継ぎが不十分である

ことの等課題を抽出した。 

・県レベルでの在宅医療多職種協働の会を開催

については本年度Ｈ22年2月6日には宇都宮市

に於いて栃木県の在宅医療に関わる医師・歯科

医師・看護師・薬剤師・ソーシャルワーカなど

主メンバーによる研究会を開催する予定であ

る。 

・国立長寿医療センターの「在宅医療支援病棟」

を中心とする地域への実践的介入を通じて、セ

ンター近隣地域の在宅療養高齢者の特徴、在宅

復帰支援と関連要因、支援病棟の地域在宅医療

活性化への影響を検討では、2009 年 4 月～12

月までの在宅医療支援病棟への入院患者の属

性、基礎疾患、入院目的、死亡退院・再入院の



有無について集計・統計解析し、現在の在宅医

療支援の現状や課題を抽出した。この結果、在

宅医療支援病棟の入院需要としては、状態変化

時の緊急入院のみでなく、継続療養のための調

整入院、癌患者の終末期ケア、家族のレスパイ

トへの支援等多岐にわたる支援が重要である

ことが示された。 

・在宅医療対応電子カルテの開発につき検討に

ついては秋山、土居班員が担当し、本年度は在

宅医療において情報技術を進める上での医

療・介護現場の問題点を抽出するとともに、情

報の共有化による医療と福祉の連携の推進、情

報通信技術の導入による業務の効率化、医療・

福祉サービスの質の向上を実現するシステム

の基本構造について具備すべき機能を検討し、

2010 年度の実際のシステム開発に資する情報

システムの「基本設計」を行った。さらに小松

班員は佐久総合病院での地域の多職種・多事業

所との連携・情報共有を円滑に進める方法につ

いて IT 化を含めて検討を行った。 

・洪班員は在宅用医療機器等の検討の目的で、

異なった形態で在宅医療を提供している施設

を訪問し、聞き取り調査を行い、不要な在庫を

減らすためのシステムの開発、診療報酬の見直

しなどを通した在宅医療機器分野の発展が必

要であることを報告している。 

 

Ｄ．考察 

平成21年度研究では、在宅医療・介護研究に関

わる全国の多職種の研究者を班員として、１）

在宅療養支援診療所を中心とした在宅医療・介

護の活性化、２）在宅医療・介護の活性化に向

けての多職種協働の問題点抽出と今後のあり

かた、３）在宅医療支援病棟を中核とした地域

医療・介護の活性化、４）在宅医療対応電子カ

ルテ、在宅用医療機器等の在宅医療支援機器開

発につき検討を行い、多職種協働での在宅医療

を進めるにあたっての、テーマごとの促進・阻

害要因を検討を行った。来年度以降は、介入研

究等を通じて、多職種協働での在宅医療推進に

向けてのマニュアル作成や在宅医療・介護の支

援機器作成を具体的に試みる計画である。 

 

Ｅ．結論 

上記のように初年度は在宅医療に関わる特に

多職種連携を進める上での全国調査、地域介入

などを通じての問題点抽出を主体に研究を行

った。2010 年度はこれらの結果を基に、実際の

介入を中心に研究を進める予定としている。 
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